
1 
 

 

 

～T 教授の観察ノートから～ 

         2009.9.15   タツノオトシゴ 

  
このシリーズも最終章、どんな結末が待っているのでしょう？ 

T 教授の観察ノートには、まだまだ興味ある事実が隠されています。 
不思議な夢はエンドレス、何処までが夢で、何処からが現実なのか？ 
 
軽い朝食を済ませ、各自、思いおもいに帰り支度をしています。 
遠くの方でＳ婦人が、「リチャード、私を送っていく時に、サマンサも 
一緒に馬車に乗せてね」と喋っているのが聞こえてきます。 
どうやら、サマンサも同行する事になったようです。 
 
皆は、それぞれ好きな時間にＳ婦人の別荘を後にするのでした。屋敷の外は、天気が悪

くなる前兆で、この地方独特の湿気を含んだ南風が吹いてきます。 
枯れ草と、砂混じりのざらついた匂いが鼻を撞き、雨が

すぐ近くまで来ていることを空気が教えてくれます。 
 何時もはのんびりしているうさおも、今日ばかりは雨

具の点検を怠りません。荷物の点検をしている時、Ｔ教

授はうさおにハーブ（ミント）を手渡しています。 
「君の嗅覚感度は他の人よりも高いので、今日はこの葉

を持って行きたまえ」 
                          
Ｔ教授のメモには、何が書いてあったのでしょう（^^; 

前回の調合ミスは、何かの拍子で二つの薬が入り混じっ

たのが原因らしい。ユング君がエミリーから頼まれた箱を

Ｓ婦人に渡す前、誰かが弄った様子が･･･ 
嗅覚の鋭いうさおが、中を開けてみたのだろうか？ 
                       
その頃、ユング君のお母さん（エミリー）は食事のテー

ブルに花を飾っています。「今日は昼食後にサプライズ

があるので手軽なメニューにしておかなくては･･･」そ

れでも、台所からは色々な匂いが漂ってきています。サ

ラダやフルーツも盛り付けられ、13 人分のナイフとフ

ォーク、大皿が並んでいます。人の話し声が聞こえ、 
Ｓ婦人の乗った馬車も到着したようです。          
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Ｔ教授とともに、ユング君がニコニコ笑顔で部屋に入ってきました。 
「お母さん、みんな来てくれましたよ！」と何人かのメンバーが後に続きます。 
「さあさあ、皆さんお入りになってくださいね。いつもユングがお世話になっています」 
エミリーの側では、いつのまにかサマンサも手伝いをしています。 
Ｔ教授が代表して、「今日はお言葉に甘え、ご馳走になります」と挨拶し、それぞれの席

に座っていきます。ユング君もうさおさんと TICA さんの間にいます。健さんと Tomy.Jr
は由佳さんと Hidehiko の向かいに座り、Ｔ教授と横にはエミリーが座っています。エミ

リーとＳ婦人が向かいの席です。最後に Yuko さんと Yorge が着席しました。 
 
食事とともに会話も弾み、短い時間が過ぎて行く中、デザートとコーヒーが出てきます。 
外は薄暗くなり、今にも雨が降り出しそうな様子です。 
 
Ｓ婦人：「今日の準備は出来ているの？」とエミリーに話しかけます。 

エミリー：「今度は、配合の量を確認しておいたから心配ないわ」（^^； 

     その会話を耳にして、うさおさんはビクッ！と首を竦めています。 

Ｓ婦人：「あいにくの天気になりそうだけれど、皆さんにプレゼントがありますのよ」 

Ｔ教授：「今回の研修の総仕上げかな？」と茶化して笑っています。 

エミリー：「今日は皆さんを教会の地下室へご案内しようと思っています」 

ユング君：「僕も一緒に行ってもいいの？」と少し遠慮気味に尋ねます。 

Ｓ婦人：「構わないわよね、エミリー？」と助け舟を出します。 

     しばらくして、執事のリチャードが顔を出しました。 

リチャード：「奥さま、雨が降り出したので馬車を裏の納屋に移動させておきました」 

Ｓ婦人：「気を使ってくれてありがとう」と微笑んで、エミリーの方を見ます。 

エミリー：「雨も、何時ものように小 1時間もすれば止むでしょう」と言いながら 

     「では、皆さん、私の後について来て下さい」と先に立って歩き出しました。 

 

昼食後、エミリーの案内で皆は教会の地下を訪ねる

事になりました。居間の奥にある小部屋から、地下へ

降りて行く狭くて急な階段があります。地下室からは

土と香水の入り混じったような不思議な匂いが漂っ

ています。一番後ろから降りてくるのは、いつの間に

か着替えをしたサマンサとユング君、そしてラウール

君も一緒です。地下室は思ったより広く、天井は何処

かで見たような記憶が･･･          
Ｓ婦人が何時ものように式を執り行うのだが外の雨が激しく、時々雷鳴も聞こえてくる 

 

部屋の中心には、ダビデの星と例の赤いローソクが置かれています。 
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Ｓ婦人：「さあ、皆さん、前と同じように廻りに集まって手を繋いで下さい」 

そして、エミリーがローソクに火をつけます。 

エミリー：「皆さん、今一番気にしていることを考えておいて下さいね」 

S 婦人が、例の 2 つの小袋を箱から取り出し、匂いを嗅ぎ分けています。 
そして、例の粉をふりかけると、紫色の煙と黄色の煙が立ち昇りました。 

 
前回と比べると煙は鮮やかな色で、匂いもそれほど

きつくはありません。鼻腔を刺激する匂いは甘ったるく、

何となく首から上が軽くなった気がします。 
すると、エミリーが壁のハンドルを回し始めました。 

しばらくして天井の中心が開き、見上げると井戸のよう

な空間が現れました。そして、その空間の中から一本の

ロープが垂れ下がってきます。   
Ｓ婦人：「サマンサ、ロープを登っていき、上にある鐘を鳴らしておくれ」 

皆があっけにとられている中、サマンサは身軽にロープを登っていきます。 

Ｓ婦人：「サマンサは本名ガブリエル、ジャンヌダルクの血を引くと伝えられている」 

     しばらくして、金属的な鐘の音が奥深い空洞から聞こえてきました。 

その時、建物全体が大きく揺れ、地響きと共に鋭い閃光が････ 
真っ白な光を眼球の奥底に感じ、僅かに轟音の鳴り響く記憶が残っています。 
 
その場に居合わせた一人一人が、何か別々の匂いを感じています。   
其々のメンバーが、自分の思い描いた場所のイメージが重なっているようです。 
                     
Tomy.Jr 乾いた空気と共に、高山植物特有の澄んだ香り 
うさお 硝煙の匂いに混じって、バラと香水の匂い 
Yuko ゆりの花と消毒液、そして微かな線香の匂い 
由佳さん 古い書籍と、枯れた松葉の焼けたきな臭さ 
TICA  枯れ草と湿気を含んだ苔の匂い 
Hidehiko 心地よい潮風と、木に滲み込んだ油の匂い 
Yorge 少し焦げたような獣の匂い 
健さん 煤けたレンガと砂埃の匂い、微かに潮風も･･･ 
T 教授 ロープとローションの香り 
                    

教会の地下室には、S 婦人、エミリー、ユング君、 
サマンサ（ガブリエル）そしていつの間にかリチャード

とラウール君が加わり、ダビデの星の頂点に 6 名が中

心に向かい合って立っています。 
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S 婦人：「皆さん、今回は無事に終わりました。お疲れさまでした。（^^;」 

エミリー：「T 教授も一緒に帰ってしまったの？」 

S 婦人：「あの人はいつもそうなの、来年も又やって来るでしょうけどね！」 

6 人は何事もなかったかのように、部屋のあと片付けを始めました。 

 
その頃、地下室から消えた 7 人のメンバーは何処へ行って

しまったのでしょう？ 
Tomy.Jr は、「少し肌寒いけれど、ここは何処なんだろう？」とあ

たりを見回しています。傍らには例の『水晶どくろ』が入った袋と

カバンが散らばっています。随分と高い場所に来ているようで、

眼下に見える景色は何処かで見た記憶があります。 

「エッ！ひょっとしてあれはマチャピュチの遺跡？」 

そうです、一人アンデスの山中に放り出された Tomy.Jr。 

 

一方で健さんは、トルコのエフェソスの発掘現場にい

ました。 何層にも積み重なった遺跡、丹念に記録を取

りながら発掘を続ける気の遠くなる作業です。 

石組みの細い通路を通り抜けると、少し開けた丘陵

にアルテミス神殿が見えます。その、小高い丘の上から

見下ろすと、オリーブの林の向こうに、蒼く輝くエーゲ海

が空の色と一体となって見渡せるのでした。  

 

お昼寝から覚めた Yorge のおなかの上でネコが背伸びしています。「痛い！」と叫び手で払うと、

黒猫は飛びのいてテーブルの上に逃げていきました。テーブルの上には、飲み乾したビールの

缶が転がっています。黒猫は、缶からこぼれた液体の匂いを嗅ぐと、プイと横を向いて逃げてい

きました。「本当に痛かったんだから･･･」とシャツをめくって、赤くなった所を見せています。 

  

教会の石段に座っているうさお、「パーン！」という乾い

た銃声に驚いていると誰かが物陰から、「此処にいて

は危ない！」と手引きをしてくれました。「ありがとう、君

は誰？」と尋ねると、「僕の名前は、チャプリン！あなた

は何処から来たの？」「うーん、誰かに会いに、この教

会にきたことまでは覚えているんだけど…」 うさおは、

微かな記憶を辿りながら、「一体誰に会いに来たのか

しら？」と訝っています。「さっき、誰もいない部屋か 
      アムシュタインホフ教会    ら出てきて、この石段まで来たのさ！」            

鉄格子のはまった小さな窓、その部屋、今は誰も住んでいませ～ん。 
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 チューリッヒの湖畔にある林の木陰で、深い眠りから覚め

た TICA さん。林の中で、なにやら怪しげな気配がし、何か

が動いているようですが、目を凝らしても何も見えません。

「本当に気持ちの悪い林だこと！さっさとお家に帰らなく

ては･･･」林から出てくると、柔らかな日差しがまぶしく感

じます。遠くから制服を着た女の子が「お母さ～ん！」と言

いながら駆け寄ってきます。「どうしたの、ザビーナ？」と

答える彼女の手には、Ｓ婦人からの預かりものが･･･ 
「私、これを時計屋さんに届けに行く途中だったわ！」（^^;  
 
日本へ帰る船のデッキで、遠く水平線の夕日を見ている Hidehiko 

すると、「ようこそ、同じ船だったのですね」と声を掛けてくるのはＲinnsan です。 
「この前お邪魔したＴ教授の研修会、とても楽しい時間でした」とお礼を言いながら 
「その後、忙しくて伺ってなかったのですが Hidehiko さんも随分早く帰国する事になっ

たのですね」と話を続けます。Hidehiko は「その予定ではなかったのですが、気が付い

たらこの船に乗っていたんです」と戸惑い気味に答えています。 
Ｒinnsan が「船長に聞いたら、Hidehiko さんはインドから乗船されたと聞いたもので、

船の中を探していました。何か訳が有りそうなので心配していたのですが････」 
その後、Hidehiko はＲinnsan と情報を交換しながら日本へ戻っていくのでした。 
 
さて、百合の香りで目が覚めた Yuko さん。 

「ムッ！寒いぞ！！」「この狭い箱は何だ？」と体を動かそうとしても動きません。 
気が付くと手足は縛られ、顔の前だけに四角い開口部があります。 
体をゆすったり、肘で箱の壁を叩いても外に出れる状況ではなさそうです。 
そのうち、箱の外からはざわめきが感じられ、何人かの人の話し声も聞こえてきました。 
人の声がするのに安心し、「早く私をここから出して！！」と大声で叫んだので 
お葬式は中止になりました。(^^； 
 
昼休み、Ｔ教授がソファーで居眠りをし、半分落ち

かかっています。由佳さんは、「昔どこかで見たよう

な光景だな～ぁ？」と思いながら「Ｔ教授！そろそろ

起きて、出かける支度をしてください！」と声を掛け

ました。 
目が覚めたＴ教授は、「では、ぼちぼち出かける準

備をしようか！」とソファーから立ち上がりました。

そして「書斎に行って、残りの記録を整理しなくて

は･･･」とブツブツ言いながら部屋に入っていきました。       seahorse 
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 「また、散らかしたままなのね！」と由佳さんは

ソファーの横に来て片付け始めます。 
事前準備の資料と一緒に、例の教授の観察ノー

トがベッドの脇に置いてあります。「Ｔ教授、これ

を忘れてはいけませんよ！」と言いながら何気な

く開けてある最後のページの日付を見たら、消え

かかった緑色のインクで、1887 年 9 月 15 日と、

丁度一年前の日付が書かれています。 
「本当に、最近のＴ教授は物忘れが酷くなってきたようね」と、由佳さんは気にもとめ

ず他の資料と一緒にカバンの中に放り込むのでした。 
 
 
 

2 年以上、こんな連載になるとは想像していませんでした。（^^; 
想定外の登場人物が途中に現れたことで、話の展開が難しくなりました。 

 宇宙は拡散をし続けるのか、それとも収縮に転じるのかは分かりませんが 
 Ｔ教授はＳ婦人の呪縛から逃れられない世界に住んでいるようです。 完 

 
 
今回のシリーズ、例によっておまけのページがあります。 
うさおさんの仕掛けた罠、少し長くなりますが、最後までお付き合い下さい。 

 

ユング心理学の影に一人の女性がいた。ジュネーヴで発見された新資料を収録し、欧米

の読書界を論争の渦に巻き込んだ問題作が刊行される。 

ユダヤ系ロシア人のザビーナ・シュピールラインは強度のヒステリーを患い、1904 年、

18-9 歳のときスイスのブルクヘルツリ精神病院に入院する。シュピールラインは、その

後、精神分析家の草分けの一人となり、ピアジェも彼女の分析を受けている。彼女はユン

グによる精神分析治療のごく初期の患者となった。彼らは治療者―患者として関わってい

くうちに、恋仲になる。このときユングにはすでに妻があった。 

新発見の文書は、このように驚くべき事実を伝える。本書はその主要部分――シュピール

ラインの日記、彼女のユング・フロイト宛の手紙、フロイトの彼女宛の手紙を初めて公開

し、それにカロテヌートによる本文書を中心とする研究などを付す。ユングとフロイトと

の間でシュピールラインが重要な位置を占めたこと、ユングの生涯と思想の発展に彼女が

無類の影響を与えたことなど、未知の事実が次々と明らかになる。本書はユング心理学の

揺籃期の混沌と可能性に眼を開かせるであろう。 
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1985 年 10 月号「ユリイカ」より引用 

 ザビーナ・シュピールラインは一八八五年に、南ロシアの、ドン河がアゾフ海にそそ

ぐ河口に近いロストフ・ナ・ドヌの、裕福なユダヤ人家庭に生まれた。父親は実業家で、

母親は当時としてはめずらしく大学教育を受けた女性だった。 

 ザビーナは幼い頃から抜群の想像力を示し、自分だけの豊かなファンタジー世界をもっ

ていたが、三歳の頃に初めて幻覚体験をしてから偏重をきたしはじめ、三歳から四歳にか

けての頃、排便を限界まで我慢するようになり、やがて次のような方法をとるようになっ

た。すなわち、片足の上にしゃがみ、かかとを肛門にぎゅっと押しあてたまま排便しよう

とするのだった。七歳になるとこの習慣はやみ、激しいマスターベーションに取って代わ

られた。また父親が弟のむきだしの尻を叩くのを見て性的な興奮をおぼえた。思春期にな

ると、食事の最中にどうしても排便のことを考えてしまい、食卓についている他の人びと

もみんな排便しているのだという妄想にとらわれ、人といっしょに食事することができな

くなった。 

 やがて他人の顔を見ることがまったくできなくなり、いつでもうつむいていて、極度の

鬱状態に陥ったかと思うと、突然に大笑いしたり、泣き叫んだりといった発作に襲われ、

だれかに体を触られると、舌をベーっとだして拒否反応を示すのだった(1)。 

 両親は、娘に医学を学ばせるため、そして同時に精神療法を受けさせるために、スイス

のチューリヒに留学させた。 

 一九〇四年の夏、サビーナはブルクヘルツリ病院に入院し、カール・グスタフ・ユング

先生の治療を受けることになった。病状は急速に好転し、翌年の夏には退院することがで

きた。彼女はさらに翌年までユングに個人的に分析を受ける一方で、チューリヒ大学の医

学部に入学し、一九一一年に、ユングに手伝ってもらった論文『ある分裂病の症例の心理

学的意味内容』によって学位を取得した。かつての分裂病患者が、いまや分裂病の研究と

治療に取り組む精神病医となったのである(2)。 

 さて、フロイトとユングの文通がはじまったのは一九〇六年四月（フロイト四十九歳、

ユング三十歳）のことだが、同年十月、ユングはフロイトに宛てた二通目の手紙にこう書

いている。 

「わたしは、いちばん最近の体験に除反応をほどこさなくてはなりません。現在、あるヒ

ステリー患者を、あなたの方法で治療中です。二十歳のロシア人女子学生で、病歴六年、

厄介な症例です」(3)。 

 ユングはこのあと、患者の病歴を述べ、最後にフロイトのコメントを求めている。この

患者はいうまでもなく、シュピールラインである。 

 除反応とは「主体が外傷的な出来事の記憶に結びついた情動から解放され、かくしてこ

の情動が病原的とならずにすみ、あるいは病原的であり続けたりすることがないようにさ

せる感情放出」(4)であるから、この言葉は、ユングが情動面でかなりきつい状態にあっ

たことを物語っている。彼はまた「厄介な症例」だと書いているが、シュピールラインの

症状は、ユングがブルクヘルツリ病院で診ていた他の患者と比べて、むしろ軽いほうだっ
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た。「いちばん最近の体験」というのも、彼がシュピールラインをすでに一年以上も治療

していることを考えると、ちょっと変だ。じつは、ユングはこの患者との恋愛関係に悩ん

でいたのである。 

 ちなみに、ユングにトーニ・ヴォルフという愛人がいたことはかねてから知られていた

が、このシュピールラインとの関係はごく最近になってはじめて明らかになった(5)。い

ずれにせよ、ユングは女性患者にたいする影響力は抜群で、妻のエンマも「女性患者は一

人のこらず夫に恋します」(6)と言っている。またユングの女性弟子のなかには、かつて

彼の患者だったものも多い。ポール・スターンによれば、「・・女性の神経症患者にたい

するユングの磁力たるや驚くべきものであった。・・ユングの秘密の一部は、誤解されて

いる、あるいは誤解されていると感じている女性の訴えにつよく感情移入することにあっ

た。この上なく鋭い、ほとんど『女性的な』感受性もまた、この特異なセックス・アピー

ルを助長した。いずれにせよ、ユングの最初の、もっとも熱心な、もっとも狂信的な弟子

たちはいずれも女性だった」(7)。 

 ユングとシュピールラインがいつから恋仲になったのか、正確なことはわからないが、

これが分析関係における転移の問題と密接に関わっているであろうことは疑いない。 

 ユングはブルジョワの娘エンマとの結婚生活に「飽きて」いた。フロイトは四十代にな

って夫婦間の性生活もとだえてしまうと、あとは死のことばかり考えるようになったが、

ユングは尽きることのない生命力の持ち主だったし、なにしろシュピールラインと知り合

ったとき、まだ三十にもなっていなかった。ユングは彼女に「一夫多妻【ポリガミー】」

を説き、「これはぼくとぼくの妻以外は読んだことがないのだよ」といって自分の日記を

みせ、「ぼくはユダヤ人女性に弱いんだ。きみを見ていると、Ｓ・Ｗを思い出す」と打ち

明けた。Ｓ・Ｗというのは、ユングの学位論文『いわゆるオカルト現象の心理学と病理学

のために』に登場する少女霊媒で、ユングの従妹のへレーネ・プライスヴェルクである。

ヘレーネはユダヤ人ではなかったが、夢遊状態では自分をユダヤ人であると称していた

(8)。じつはユングはヘレーネにたいしても、冷酷な仕打ちをしたのだった(9)。ユングに

は、へレーネがシュピールラインの姿をかりてふたたび自分の前に姿をあらわしたように

思われたのだった(10)。 

 シュピールラインは日記に自分の苦悩を書きつけている。「彼の妻は・・法によって護

られ、みんなから尊敬される。でも、このわたしはふしだらな恋人、情婦 ma 杯 ress！と

呼ばれるのだ。彼の妻は彼と連れ立ってどこにでも公然と姿を見せることができるが、わ

たしは暗い隅でこそこそとしていなければならない。・・わたしは、彼の腕に抱かれてい

たときだけ、何もかも忘れることができた・・」。 

 二人の間にはどうやら肉体関係もあったらしい（11）。もし本当にあったのだとしたら、

ユングは分析家として絶対に踏み越えてはならない一線を越えてしまったわけである。 

 しかし、このへんで二人が共有した精神世界に眼を向けねばなるまい。ブルクヘルツリ

病院で、分裂病患者の内的世界をなんとか理解しようと模索をつづけていたユングは、患

者たちを既成のカテゴリーに無理矢理分類し、統計をとることばかりに精をだしていた同
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僚たちの間にあって、孤立感を味わっていた。と同時に彼は、幼児期の幻視体験の尾をい

まだに引きずっていた。幼時の疑問にたいする解答はいまだに見出せないのだった。 

シュピールラインと出会い、分析関係に入ったとき、ユングは彼女に中に、自分にとっ

てはひどく懐かしいものを見出したにちがいない。ヘレーネとの降霊会体験のなかでおぼ

ろげながら形成されていったユング心理学の中心的概念は、シュピールラインとの恋愛体

験のなかで、より明確なかたちをとりはじめた。厳密な考証は今後の課題であろうが、「こ

とによるとユングの中心的な概念のすべてが直接または間接にシュピールラインに負う

ものであるかもしれない」(12)。 

 二人はヴァーグナーを愛し、ゲルマン神話について語り合った。シュピールラインは、

ユングの子を産みたい、その子をジークフリートと名付けるのだ、と繰り返し日記にしる

し、ユング本人にたいして何度もこの夢を訴えた。この願いは、恋人の子供がほしいとい

う恋する女性に概してみられる願望であるだけでなく、その子をユダヤ民族とアーリア民

族を繋ぐ架け橋としたいという神話的次元をもそなえていたのである。こうしたなかから

生まれたシュピールラインの学位論文は、おそらくユングと彼女との合作というべきもの

だったにちがいない。当然ながら、それはユングからの夥しい引用に溢れていたが、いっ

ぽうこの論文はユングの主著ともいうべき『変容の象徴』に繰り返し引用されることにな

る。またシュピールライン体験は、『変容と象徴』におけるジークフリート神話にも新た

な光を投げかける。 

 さて二人の関係はしだいに人びとの知るところとなり、だれか（おそらくはユングの

妻）がこのことをザビーナの両親に手紙で知らせた。ザビーナの両親はユングに、「あな

たは娘を救ってくれた恩人です。今になって娘の貞操を踏みにじるような真似をするべき

ではありません。どうか友情の範囲を超えることのないよう切にお願いします」と書きお

くった。これにたいするユングの返事は、ユングを神と讃える人びとにとってはまことに

ショッキングな内容である。 

「わたしは、自分の感情を背後に押しこめるのをやめたとき、彼女の医師から友人に変わ

りました。わたしは職業上の義務を感じていなかったので、それだけいっそう容易に医師

としての役割をすてることができました。というのも、わたしは一度も報酬を要求しなか

ったのです。この報酬というものによって、医師に課せられる限界がはっきりと確立され

るのです。男と女がいつまでも友情ある付き合いをつづけ、そこに何かそれ以上のものが

付け加わることがない、などということがありえないことくらい、あなたにもおわかりで

しょう。・・他方、医師と患者は、もっとも親密な事柄を、自分たちが望むあいだだけ、

語り合うことができます。患者は、自分の求める愛情と関心をすべて医師が注いでくれる

ことを期待するかもしれませんが、医師はその限界をわきまえていて、けっしてそれを乗

り越えたりしません。というのも、彼は自分の労苦にたいして報酬をもらっているからで

す。・・そこで、わたしは提案したいと思います。もしあなたが、医師としての役割に厳

密に徹することをわたしに望むのなら、わたしに、わたしの労苦にたいする適切な報酬と

して謝礼を支払うべきです。そうすればあなたは、わたしがいかなる状況においても医師
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としての義務を尊重することを無条件に確信することができます。他方、ご令嬢の友人と

していえば、事は運命の手に委ねなくてはなりません。二人の友人が自分たちの望むまま

に振る舞うことを何人も妨げることはできないのですから。・・なお、わたしの謝礼は一

回につき十フランです」 

 要するにユングは、治療にたいする謝礼を受け取っていなかったのだから、二人が性的

な関係にいたったことは別におかしなことではない、報酬を受け取っていたならこんなこ

とにはならなかっただろう、といっているのである。まったく情けなくなるような釈明だ

が、これがユングの苦しまぎれの屁理屈であることは、シュピールラインの母親が謝礼と

して、金銭の代わりに贈り物を送りつづけていたという事実からも明らかである。 

 ザビーナの母親はこのユングの返答に呆れて、すぐにチューリヒにとんできて、じかに

ユングに会った。ユングはこの頃、ブルクヘルツリ病院を辞めるが、それはこのスキャン

ダルと係わりがあってのことかもしれない。 

 しだいにシュピールラインにたいするユングの熱はさめていった。シュピールライン

は彼のあまりに破廉恥な振舞いに憤慨し、フロイトに「直訴」しようと思い、会見を申し

込む。ただし彼女は復讐を意図したわけではない。ユングにたいする愛情は、おそらくは

死ぬまで変わることがなかったのである。 

 いっぽうユングもフロイトに、「数年前にわたしが最大限の努力をして重症の神経症か

ら救いだしてやった女性患者が、考えられるかぎりの破壊的手段を用いてわたしの信頼と

友情を裏切ったのです。わたしの子供が欲しいという彼女の願いをこのわたしが断念させ

たというただそれだけの理由で、彼女は世にも忌まわしいスキャンダルを惹き起こしたの

です」(13)と書いて泣きつき、シュピールラインとの関係を打ち明ける。 

 はじめのうちフロイトはユングに同情を示し、シュピールラインを冷たくあしらった。

非ユダヤ人であるユングをなんとしても精神分析運動に引き入れたいと考えていたから

である。心に深い傷を負ったまだ二十歳そこそこの女子学生が「先生」のひどい振舞いを

切々と訴えているというのに、「先生」たちは手紙でこんなやりとりをしていた。 

フロイト「わたしはシュピールラインにとぼけた手紙を書き、貴方の提案〔フロイトに会

いたいということ〕は度を越した狂信者の提案のように思われると書いておきました」。 

同「わたしはシュピールライン嬢を納得させようと、いくらか好意的な文章で手紙を書い

ておきましたが、きょうその返事を受け取りました。その内容はじつにぎこちなく──彼

女はドイツ人ではないのではありませんか──もしくはひじょうに抑制されていて、ほと

んど意味不明でした」。 

ユング「シュピールラインの件につきましては、ご厚情あふれるご助力をたまわり、心か

らお礼申し上げます。・・シュピールライン嬢はロシア人で、きっとそのために文章がぎ

こちないのでしょう」(14)。 

 二人はグルになって、この若い娘を無視しようとしたのだ。だが、容易に想像がつくよ

うに、ユングにたいする愛情がさめてゆくにしたがって、フロイトはシュピールラインに

たいする態度を変化させることになる。 
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  ユングはシュピールラインに会うのを避けるようになり、二人の「恋愛関係」は終わ

りを告げる。 

 シュピールラインは学位論文を書き上げた後、ウィーンに移り、一九一一年十月に初め

てフロイトに会った。ウィーン精神分析学協会に正式に入会し、フロイトのグループの会

合に出席するようになったシュピールラインは、十一月二十五日に、フロイト、ランク、

タウスク、シュテーケルらを前にして、『生成の原因としての破壊』と題する論文の一節

を読んだ。この翌日、フロイトはユングに宛ててこう書いている、「昨日、シュピールラ

イン嬢が自分の論文の一節を発表し・・それにつづいて刺激的な討論が交わされました。

・・彼女はなかなか素晴らしい。わたしは彼女のことがやっとわかってきました」(15)。 

 これはひじょうに興味深い論文で(16)、シュピールラインはまず、どうして性本能はポ

ジティヴな結果だけでなく、苦悩とか嫌悪といったネガティヴな結果をも生むのかという

疑問を掲げる（この背後にユングとの苦しい恋愛体験があったことは容易に察することが

できる）。彼女は、それは性本能にたいする社会的抑圧によるのだという諸家の説をしり

ぞけ、人間の根底には生の本能と破壊本能とがあるのだという考えをうちだす。彼女はそ

れに生物学的根拠をあたえ（すなわち、生殖の瞬間、両性の性細胞は「破壊」され、合体

して胚を形成する。人間の二大本能はこの事実に起因するというのだ）、さらに例証とし

て神話における誕生と死について述べている（この論文は翌年の『精神分析学・精神病理

学研究年報』に載った）。 

 シュピールラインのいうこの破壊本能が、フロイトの「死の衝動」という概念に直接影

響をあたえたことはほぼ間違いない。フロイトがこの概念をはじめて公けにしたのは、『快

感原則の彼岸』（一九二〇）であるが、註においてフロイトはこう述べている。「ザビー

ナ・シュピール・ラインはすでにこの考え方をうちだしている。その論文は内容も思想も

豊富だが、残念ながらわたしは完全には理解できない」(17)。 

 いっぽうユングは『変容の象徴』の中の、「すべてを破壊する母親」「のみこむ母親」

について述べた部分の註に、「この事実をもとに、わたしの弟子だったシュピールライン

博士は死への衝動という思想を発展させた。これをのちにフロイトが採りいれた」と書い

ている(18)。実際、シュピールラインはその論文に、ユングの『リビドーの変容と象徴』

から、「情動的欲望、すなわちリビドーは、二つの局相をもつ。つまりリビドーは、すべ

てを美化する、だがある種の状況のもとではすべてを破壊しうる力をあらわしているので

ある・・」という一節ではじまる、リビドーの破壊的側面を論じた部分を長く引用して、

自分の考えがユングの思想にもとづいていることを明言している。ユングは死の本能ある

いは衝動という言葉を用いないが、ユング──シュピールライン──フロイトという、死

の衝動をめぐる線を引くことができよう。 

 シュピールラインは、学位論文とこの破壊衝動についての論文を含め、三十一の論文を

発表した。どれもほとんど歴史の埃の中に埋もれていたわけだが、今後、再評価がすすむ

ことだろう(19)。おそらく彼女は、精神分析学創成期における開拓者のひとりとして歴史

に名をとどめるべき人物である。 
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彼女はその後ベルリンに移り、ユダヤ人医師と結婚し、女の子をもうけた。だが、ユン

グとの文通は続いていたこと、ユングをなおも愛しつづけていたこと、そして「ジークフ

リート」の夢をすてぬばかりか、それに託してフロイトとユングの仲を取り持とうと努力

を続けたこと、は書きそえておかねばならない。 

 一九二三年、シュピールラインは祖国に帰り、ロシア精神分析学協会に加入する。革命

後のロシアでは精神分析運動がきわめてさかんで、たとえば精神分析によるすぐれた文学

研究が数多く発表されている。シュピールラインは故郷ロストフに帰り、革命の理念にも

とづき、子供のための施設をつくった。これが保育園のようなものだったのか、孤児院の

ようなものだったのかはわからない。いずれにせよ、スターリンは法律によって精神分析

を禁じ、分析家は次々に粛清され、シュピールラインの施設も閉鎖を余儀なくされた。一

九三七年まで、シュピールラインの名はロシアの精神分析家のリストに載っているが、そ

れ以後の消息は不明である。粛清されたのか、それとも失意の日々を送るうちにまた分裂

病を再発させ、死んでいったのか。 
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